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ま島は，名前の通り自然豊かなj誌である。 活用が-1一分にできていないのが現状で、ある O

しかし，その名を全国に広めたのは，島の豊 そこでち我々は 2007年から香川県小ci{~11 
かさとは袈Jj互に，有害産業廃棄物不法投棄事 土庄町輩j誌で、パブリ yク・アーケオロジーを

件である「豊島事件Jであった。豊島事件の 行い，これまで様々な実践活動を積み重ねて

株台となった水ヶiill地区には， IJII立公園に指 きた。これらの実践を通して，これからのパ

定された豊かな自然があっただけでなく 3ヶ ブリック・アーケオロジーによる考古学の問

所の遺跡もあったことがわかっている。 査研究活動は 調査.li31究と活用を対紘に捉

また，豊島全体としては現在，先史・古代 え，活用を考古学知識の評家活動のみに I lJ~jE

の遺跡が 18 ヶ所1í1í~認されているが，島内で するものではないことを理j砕しt:.o また，-r!i 

遺跡の存在を9JIる人は少なく 堂島で採取さ 民とともに活用していくなかから品;J3't . liJ!究

れた資料についても，許しい説明もなく，ま テーマがtl二ーまれ， 1古川と開校・研究の循環が

たそうした知識をもっている人もいないため I~I られる必要性を提示した。

1 .豊島における考古学の活動

我々は 2007 年から瀬~将頼jif簡f項i戸 l内プ村ヨ?刊河海バ手東部の小豆島の i西出出-ブ方子約 4牝km に{位立i霞宣する香j川11県二士土1-ト1-.てソJ庄j正主;ミ孔川:1川川川11問問11町lりιtffAf::2-:れ!EιtLi

パフブブ、c、リツク.ア一ケオロジ一の考考‘えのもと，文化財保護活動および考古学研究を行っている

(五+嵐・小野 2009)。豊島には現在，先史-古代の遺跡が 18ヶ所確認されており(第 1121)， 

これらの遺跡は戦前から，島外のliJF究者によって踏査が行われてきた。これらの調査成果は，

様々な形で報告されており(丹羽 1985，石野・福田-三木 1998)，その資料は現在，島外の

博物館・資料館で保管されている O

には博物館-資料館等の適切な資料の保管場所がなかったため 豊島の資料は島外の博

物館へ祁次いで寄贈されることになった。このことは，文化財保存上適切な処置で、あったとい

えようが，島内でこれらの資料の活用を難しくしたのも事実である O その結果，島内の住民に

遺跡を知ってもらう機会が著しく減少したことは否めなし 1。また，島内でも，豊島で採取され

た資料が豊島中学校の図書館に展示しであるが，詳しい説明もなく，またそうした知識をもっ

ている人もいないため 活用が十分にできていないのが現状であるO

そこで，このような豊島における文化財ーの保護， とりわけ活用に関する状況を踏まえ，豊島

においての考古学の調査11Jf究を行っていくためには パブリック・アーケオロジーの推進が必

要不可欠であると認識し，調査研究を行ってきた(五ト嵐・小野・逮部2011)0 

パブリック・アーケオロジーを実践していく上で 後述するように考吉学の知見だけでは諜
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第 1121 1Mt，1詰っぷ

題解決に至らないことは調査開始当初より想定していた。そこで，豊島の自然や環境について

の研究(市村 2007)， J干1-1立以降豊島の主要産業であった豊島おについての研究(松EEI2009)， 

良化石をもとに環境復元を行う研究 UIlIUJ 2009) ，そして近現代の豊島を理解するのに欠かせ

ない民俗学の似:究等 豊島をフィールドに様々なテーマを持って研究する人々とのつながりを

持って取り組み，多角的な視点で豊島の歴史を解明することを目指してきた。考吉資料の活用

も従来の考古学の成果の発表の場にIjRらず 様々な分野で公開するとともに(遠部・小野・

五十嵐2009)，より島氏がアクセスしやすい方法での活用を試みている(五 1-嵐・小野2009a)0

まず， i豊島の魅力を紹介する地図「豊島っぷJ(第]I玄J)を作成し，島内の様々なイベント

や島の玄関仁iである家浦フェリー乗り場で配布した。次に， 史や島の環境を伝え

るために作られた「トランク・ミュージアムjの仁1=1に豊島の遺跡に関する展示コーナーを設け，

イベントでの展示を行ったほか フェリー乗り場でも常設展示している(小野・五十]!ITt.遠部

2009，遠苦1)・IJ¥li!J'・五十嵐 2009)0

また， i2-島司王子!この反省をもとにi豊島に創設された環境問題を勉強する「島の学校」では，島

の歴史を学ぶ授業を担当し 研究成果をわかりやすく解説し 遺跡の周知をうながしている O

さらに，環境問題に関心を持ってもらうことを目的に，毎年豊島で開催されている「アースデ

イかがわ 111豊島Jにも参加し，参加者とともに遺liWの踏査を行い，

て知ってもらうことを日指している(五一1--嵐-小WI"・遠部 20]0)0
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パブリック・アーケオロジーの可ー古伝性

ll. 活用から研究課題の抽出ヘ

1. I豊島っぷJの作成から島の文化財の把握

つぷjを作成するためには，まず豊島の魅力を構成する遺跡、や文化財を総合的に調査し，

把握することが必要であった。それは 特定の遺跡に対して考古学的調査や研究を行う場合と

は異なり，ある特定の時代や特徴を有する遺跡に焦点を絞るのではなく，豊島に存在する遺跡

を網羅的に調査することである O そのためにまずは過去の調査成果をふまえ島内を踏査し，従

来の遺跡地図を修正しながら 豊島の遺跡分布図を作成した。そしてこの遺跡分布図をもとに

島民が一目見て遺跡の時代や分布を知ることができるようにした地図が「豊島っぷjである O

この「豊島っぷJの作成を通して，一方では，豊島の遺跡や文化財を把握するとともに，様々

なi時代における豊島の歴史を読み解くことを目指し 他方では豊島の情報を瀬戸内海地域のほ

かの遺跡に発信することを試みている O また 現段階では調査やiiJf究が十分なされていない遺

跡であっても，今後調査を実施することにより，さらに豊島の魅力を引き出せるということも

わかった(五一判長2008，五一行員・松日3・遠部2008)0

2. 中学生との踏査

「豊島っぷ」をきっかけに豊島中学校では，総合学習の時間に島の遺跡を部べることが行わ

れた。ととのように入手したのかわからないが 豊島中学校の生徒の一人がiι12ちっぷを持ってい

たことが，遺跡;を誠べるきっかけになったようである O 島の'1='学生が「豊島っぷjをきっかけ'

に島の歴史に興!味をもってくれたことは予想以上の成果で、あった。

中学生と一緒に海岸沿いの遺跡を踏査すると 土器の破片や石器を多数採集することができ

た。遺物は波によって浸食され風化しており，年代決定の決め手に欠けるものが多かったが

いくつかの特徴的な遺物を採集することができた。なかでも製塩土器の破片は多く，過去に発

掘調査はされていないが，製j~W;遺跡の存在をうかがわせるに足る資料だといえる O 採集資lG!-の

1~11ヒとともに，豊島における製塩遺跡研究を進める必要があるといえよう O

第 2l;gl 豊島中学生採集資料(1) 第3l;gl 豊島中学生採集資料 (2)
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第4国採集資料の説明

ill. 課題にとりくむために:諮査・研究，そして新たな島の歴史ヘ

1.豊島出土の遺物の調査

( 1 )ま島中学校展示資料

豊島中学校には，図書室の一角にガラス製の資料陳列械が置かれているO この資料陳列棚の

仁!二iには過去に島内で採集された遺物や，教材用に作成された複製品等が展示されている(第5

1!2] )。遺物については，一部，過去に採集者が報告しているものがあるが 未報告のものもい

くつかあったので，それらの資料調査を行った。

資料部査は 2009年4月24日に豊島仁iこi

学校の図書室内で、行った。展示されてい

明 日一l…代に i
かけての資料を で記録し(第 6

I~I) ，資料台!被を作成した。

第 61~1の 1-4 は須恵器で， 5・6は製塩

土器で、ある o 1と3は豊島島内で採集さ

れたこと tJ、外，採集H寺 J~)j .採集場所など

は不明である o 2と4は， 2000年 6月3

1ミiに:[I!I子ヶ浜の西隣の浜で採集されたも
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パブリック・アーケオロジーの可能'性

のである o 5・6の製塩土器は ともに昭和 28年8月 18日に神子ヶ浜で採集されたことが記

録されているO

i は短JJ却の高t不で，口縁音I~が欠損しており，断定はできないが無蓋の可能性がある o Jl会土は，

やや白みがかった灰色で，径 1-3mm程度の白色粒子を含み，断面観察より JJ台土はやや;mく，
焼成は良好である O 外国の調整は不部から底部まで，内面はj不音1)上端と脚部がナデ不部下

端が左方向のへラケズリで，底部には指ナデ痕が確認できる o 1司LLiV喜美作市I~~見の酋UJ 2号墳

出土資料に近く， TK209型式ui:行と考えられるO

2は斐もしくは査の口縁部の破片で，やや白みがかった灰色に 径 ]mmの白色粒子を少量

含み， JJ台土は;詩文密で焼成は良好であるO 内外商ともにナデ調整が施されているO

3は斐の胸部の破片で，色は白色で， J.套耗が激しく Jl台土は不明であるO 外商は平行タタキが

jiiIiされた後カキメ調整が行われており，内面は半径約 2.5cmの当て呉痕がみられる O

4は均二の底部で，底径約 8.6cmと推定され，厚さは 5mmである O 灰白色の綴密なJJ台土で，

焼成は良好である o J.窪耗が著しく調整は不明であるが 形状より古代以降のものであると考え

られるO

2 

4 

3 S=1/2 

5 S=l/l 

第 61~1 豊島中学校展示資料
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5は製塩土器で音赤褐色土で，口縁部が欠損し，また激しく磨耗しているため調整は不明

である O 器壁の上部が極端に薄く，下部になるにつれて厚くなる C 脚部に:1:不の受け部を差し込

んで接合しているのが確認できるO

6も製塩土器で不部の大部分が欠損しており，調整も不明であるO 褐色土で， 5と同様に

脚部に杯、の受け部を差し込んで接合しているのが確認できる O

( 2 )瀬戸内海歴史民俗資料館収蔵資料

瀬戸内海歴史民俗資料館には 1947年に香川県教育委員会によって豊島横引遺跡を発掘調

査した際に出土した遺物や，主に 1970年代に豊島で採集された資料が寄贈され，保管されて

いることが，調査を行っていく中ですでにわかっていたO 先史時代の遺物に関しては，共同で

調査研究を担っている遠部氏が2008年に行っており，その際に多量に保管された古代の遺物

(土師器・須恵器・製塩土器等)があることを把握しているO そこで，今回，貴島関係の収蔵

資料のなかでも古墳時代以降の遺物を中心に，その所在の確認と総量を把握するための誠査を

計画した。

調査は， 2009年5月24EIに，瀬戸内海経史民俗資料館の協力のもと実施した。調査では総

点数 963 点，内訳として土師器 81 点，須恵器 108 点，製j~JW土器 250 点，ゴニ錘 35 点があるこ

とが判明した。仁!こ1には，過去に文献で紹介されていな

第 l表 瀬戸内海j定史民俗資料館収蔵

の豊島関係資料一覧

種別 点数

弥生二Li?* 40 

二l二師器 81 

ili.~j~iKj二器 250 

須恵器 108 

土錘 c苦:1犬有i{lf. 河if.:lk. t~~:1犬) 35 

イイダコ蛮 54 

その他 395 

ム計 963 

2.2主島山根遺跡の調査

がらも所在不明であった資料もあり，また，今回は11ul

人情報も含むので公表は控えるが詳細な採集日やIEl

所蔵者等も確認した。これらの遺物は，過去に行われ

た豊島での調査の実態も解明できる貴重な資料である

といえよう O

このような調査は 従来考古学が行ってきた調査・

研究活動で、あるO パフゃリック・アーケオロジーにおい

ては，活用のための基礎になり，地域の情報を11又集す

る一端を担っている O

産業廃棄物不法投棄事件である豊島事件を経

験したま島にとって ごみはとても身近な問題

であるO 産廃と一般家庭ごみ，そして遺棄され

たという点では考古遺物も伺様にごみである O

もちろん，全てを同列に扱い議論することはで

きない。しかし，島の学校や豊島楽会といった

島内のイベントで島氏と接していく i宇iで， 第71z1 豊島山根遺跡
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では遺跡と島氏とをつなぐ「ごみjというキーワード

がl~j らかになってきた。そこで ごみをテーマにして

豊島の遺跡を真正面から捉えるために，現代のごみ穴

の調査を行った。調査地は島内の個人宅の敷地内で，

裏j廷にあたるところにあったごみ穴であるO 斜面に形

成されたごみ穴は 土を掘り込んだ跡が明確で、はな

く，斜面に廃棄したごみをこれまた廃棄された瓦に

よって風で飛ばないように抑えたのか，ごみと瓦の層

が交互に重なって形成されたものであった。

ごみ穴のヰIからは，近代以降の陶磁器，ガラスjil¥，

ビニールやプラスチックの類，建材に使用された鉄釘

類に加え，貝殻類が多数出土した。発掘調査とあわせ

て民俗学による開き取り調査も行い， 1950年から ]970
第 81玄i貝類と瓦のJjj:.積状況

年代までの豊島におけるごみ問題について復元を試みている。現在は，遺物の経理中であるが，

現代の遺跡、を調査することは 過去の遺跡について考える上で、も非常に有効で、あることを実感

しており，また新たな豊島の歴史がゑ]1:解けるであろうことをJ確信している(小野・五十嵐.1:111 

JJJほか20]1) 0 

第 91~1 発揮調査風景 第 101認 調査現場での開き取り調査の様子

また，調査期11，IJ1:1コには，土地所有者の方の了解を得て，調査現場を公開し，現地説明会を

施した。この現地説明会では，従来のように考古学者が一方的に遺跡を説明するというよりも，

遺跡を前に島民の方に ]950年から 1970年代ごろの島の生活を語っていただくという， 1謂き

取り調査としての側面が強いものであったO

この発掘調査は，市民のニーズの中からうまれ実現した。「現代のごみJを調査するという

活動は，従来の考古学の調査・研究活動だけで、はうまれてこなかったといえる or市民ととも
にJというパブリック・アーケオロジーの概念があったからこその成果だと考えられる O
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N. パブリック・アーケオロジーの可能性

われわれは 5年間，豊島で、パフゃリック・アーケオロジ-活動の実践を行ってきた。当初は，

豊島に関する考古学の先行研究を紐解き，研究者以外の島民にわかりやすく豊島の遺跡や文化

財の存在を，そしてそこから窺い知ることのできる島の歴史や文化を伝えるために「豊島っぷj

の作成や， r島の学校jでの講義を続けてきた。そして，これらの活動をきっかけに，島民と
ともに未調査の遺跡や未報告の考古資料の調査を行うことへと発展していった。このことは，

考古学の調査研究をもとに成果の活用を図るという従来のあり方とは異なり，活用を図ること

でそれまで調査や研究がされていなかった遺跡が注自され，考古学の研究が進展するというこ

とを証明できた事例だといえよう(第日間)。

調査・研究 調査・研究

亡〉
市畏 市民

o 

新たな諜題の発見
研究テーマの多様化

市畏

従来の活用 パブ、1)ック・アーケオロジーによる活用

第 11fZ! パブリック・アーケオロジーによる活用の変遷

以上のことは，地域に根ざした考古学研究にとっては自明のことであり，真剣に論じられる

ことは少なかった。しかし近年，筆者が関わっている埼玉県さいたま市緑区の馬場小室山遺跡

におけるパフゃリック・アーケオロジー活動においても向検の成果がみられ(五十嵐ほか2009)， 

考古学の調査研究と活用の関係は新たな局面を迎えているといえるのではないだろうか。これ

までは考古学の調査・研究活動の成果を教育・普及という 31~で社会に還元するにとどまってき

た。しかし，我々はパ7"リック・アーケオロジーによる教育-普及活動の中から派生してくる

新たな調査・研究活動としづ存在に気づいた。すなわち，調査・研究と成果の活用を対極に捉

え，活用を研究者によるi'!'i-民への一方的な考古{学知識の啓蒙活動のみに限定するのではなく，

市民とともに活用していくなかから新たな調査-研究テーマが生まれ 活用と調査・研究の循

環がI~ られるというものである O これにより，文化財や考古学が市民にとってよりいっそう身

近なものになり，地域の歴史や文化を考える僚の資料のーっとして市民がこれらを活用するこ

とができるようになるのではないだろうか。それは 考古学の目指すべき未来を提示するもの

であるO 賛否両論あるかもしれないが この提示が今後のパフ、、リック・アーケオロジ-研究

の一序になれば幸いである O

82 



/'¥ブ1)ック・アーケオロジーの可吉日生

謝辞

本稿をなすにあたり，豊島中学校の皆様，発掘調査をさせていただいたiJJ摂家の背様，調査においてご協

力いただいた豊島の方々と瀬戸内海佳史民俗資料館の長井博士、様，そして共に豊島で、調査研究を行っている

皆様には，大変おIli主I~ーになりました。末筆ではありますが，この場を{昔りて!草く御礼申しjてげます。

また，平成23年3月11EI午後211寺46分，東北地方を震源とする地震と津波により，東FI本は未曾有の

災害に見舞われました。復興の仁1:1では遺跡の存在が地域再生における課題として取り上げられていますが，

今日ほどパブリック・アーケオロジーの必要性を感じられるときはないと思います。パブリック・アーケオ

ロジーが震災の復興に少しでも役立つことを願い，また，被災された多くの方々に心よりお見事mし、をLPし_1'.

;子ますとともに，お亡くなりになられた方のご冥揺をお祈Ijいたします。

筑波大学入学以来， JII il-目安幸先生のご指導ーのもと調査・研究活動を続けてきました。 披初の頃は，先生の

授業内容が難しく，己の知識.3111Wi:力のなさに顕を悩ますことがしばしばでしたo 11寺には激しく議論し，ぶ

つかり合う機会も何度かありましt:.o しかし，大学を離れてみると，あの当時のデイスカッションが現在の

我々を形成しているのは間違いないと思し、ます。 )11祖先生の指導のもと，先輩・後続と切能琢j容できたこと

は，とても幸せなことであったと実感しています。川問先生が京都からつくばへいらして以来，我々がうtLI:.

の足川、1iliし、ているような研究成果を挙げているとは思っていませんが，今までのご指導に深く!惑関していま

す。ありがとうございました。
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The Potential of Pub1ic Archeology 

IGARASHI， Satoe 

ONO， Sumiko 

Teshima is an island located in the lnland Sea of Japan well known for its rich natural beallty. 

However， contrary to the natllral richness and beallty of the island， it is also infamolls as the site of a 

major indllstrial waste scandal known as the "Teshima Affair". This rich natural environment 

incllldes land designated as national park in the Mizllgaura area which was the setting for the 

"Teshima Affair". This area affected by indllstrial contamination also contains three archaeological 

sJtes. 

Althollgh 18 prehistoric and ancient sites have been surveyed and located on Teshima， llse and 

promotion of these rllins is limIted becallse few people know of their existence. Conseqllently there 

is no detai!ed explanation of the sites and archaeological material recovered from them and most 

people have no knowledge of these sites. 

ln an attempt to change this we have been condllcting pllblic archeology fieldwork in Teshima 

since 2007 and have llndertaken variolls practical activities. Throllgh this experience， we llnderstand 

that archaeological research and futllre Pllblic archeology at these sites is not limited to an 

edllcational program of increasing archaeological knO¥vledge through the separation of research and 

practlce 

The llse of citizens in pllblic archaeology at the sites prodllced research themes and in tur・n

research application creates a cyclic effect between necessary research design， the pllblic and 

presentatlOn. 
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